







視されている（Edgerton 1961 ; Yuyama 1973 b, 1976；湯山 1973 など）。






























容を伝えている。Yuyama（1976）は Rgs のサンスクリット語テキストに 2つ
の系統があることを示し、より本来的な読みと考えられる方のテキストを校訂
した。従来の系統が B、Yuyama（1976）の扱った方が A とされている。本論
文が扱うのは Yuyama（1976）の校訂（以下、Rgs（A））である。他には漢語、



















































る。Yuyama（1973 b : 166–167）はそれを「接辞 ­ya­の活用から拡張された、




















現在が padya­te/ti、使役が pādaya­ti という活用である。これは先にあげたサン
スクリット語の基本形と同じであり、問題の upapadyayātī だけが不規則である
ことがわかる。以下には Rgs（A）から得られるパラダイムと問題の形が現れ
る韻文をあげる。Rgs（A）の韻律は vasantatilakā である。14音節 4行詩で、
音節の長短の配列が決まっている10。Rgs（A）では、行頭の長音節が短音節 2




（1）Rgs（A）31.11 ahasaṃjña vastumamatā bhavate ca rāgo│kutu tyāgabud­
dhi bhaviṣyāti hi momuhānāṃ /




















upadyati 24.6, 26.7, 30.5









（2）Rgs（A）20.14 em eva sthitva karuṇāṃ vidu bodhisattvo│prajñā­
upāyaduvichattrapariggr̥hīto /





（3）Rgs（A）10.3 kāntāramārga puruṣo bahuyojanehi│gopālusīmuvana­
saṃpadu paśyayeya /
































（4）Rgs（A）12.1 mātāya putra bahu santi gilānikāya│te sarvi durmanasa ta­
tra prayujyayeyuḥ /








（5）Rgs（A）27.1 evaṃ caranta vidunā pr̥thudevasaṃghāḥ│kr̥ta­añjalīpuṭa
praṇamya namasyayanti /





















（6）Rgs（A）21.1 athavāsya manyan’ upapadyati vyākr̥to ’smi│satyādhiṣṭhāna
vividhāni samr̥dhyayanti /






以上に見たことをまとめよう。パラダイムが得られる pad­, paś­, yuj­は基本
的にサンスクリット語と同じ活用をしている。一方、問題の語幹 ­yaya­は、














示する。Edgerton（1953 : §38.21）は語幹 ­aya­を持つ様々な語形を集めてい
る。Yuyama（1973 b : 167）が示しているのは同じ動詞 paś­の現在分詞 vi­
paśyayamāna­「観察する」だろう。これは確かに Rgs（A）の paśyayatī,
paśyayeya と同じ語幹を持っている。





（7）Gv 433 v. 3912 kṣetrasamudra viśodhayamānaḥ│sattvasamudra vimoc­







る。Edgerton（1953 : §38.21）は他にも語幹部分が ­yaya­の形式をあげている
のだが、どれも韻文に現れるものである13。
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３ Yuyama（1973 b : 2）は自身の文法書を次のように位置づけている。“The present
work is intended to give a brief description of every phenomenon of non­Sanskritic phono­
logy and morphology found in the language of the Sanskrit Recension A of the Rgs. … This

















­ti、中動態 3人称単数が ­te である。動詞によってどちらか片方だけを持つ場合、両
方を持つ場合が異なり、また接頭辞によっても変わる。ここでは、接辞 ­ya­の動詞に
ついては Kulikov（2012）を、他は PW を主に参照した。
８ 語幹と語尾が融合しているため、ハイフンを入れていない。
９ 語幹と語尾が融合しているため、ハイフンを入れていない。








１１ Rgs（A）には中動態の語尾が 1回現れる。次にあげる韻文の 2行めに中動態の
paśyate が使われている。しかし、続く 3行めには能動態 paśyati も使われていて、両
者に意味の違いは見出し難い。Rgs（A）10.5 puruṣo hi sāgarajalaṃ vraji paśyanāya│saci
paśyate drumavanaspatiśailarājaṃ / athavā na paśyati nimitta nikāṅkṣa bhotī│abhyāsito ma­
hasamudra na so ’tidūre //「人が海の水を見に行くとしよう。もし木々の主や山の王を
見るなら〔海はまだ遠いと知る〕。あるいはまた〔そういった海が遠い〕兆候を見な
いなら、疑いはなくなる。大海は近い、遠くはない〔と知る〕」
１２ Edgerton（1953 : §38.21）は Bhadracarī という文献を参照しているが、これは
Gaṇḍavyūha の最後の章と一致する。ここでは Gaṇḍavyūha の方を引用する。
１３ Edgerton（1953 : §38.21）があげるのは Lalitavistara（以下、Lv）の例である。Lv を
新しく校訂した外薗（1994, 2019）とは詩節番号や読みが異なるため、その該当箇所
も一緒にあげておく。Lv p. 49.11 abhimanyayāma（外薗 1994 : 368 v. 51 atiman­




訂した Rahder & Susa（1932）の該当箇所も一緒に示す。Dbhs p. 110 v. 15 upapadyay­
aṃti（Rahder & Susa 1932 : 55 v. 25）, p. 168 v. 3 anubudhyayaṃti（70 v. 16）．
以上は本論文で扱った語と同じように、意味が変わらないものである。一方、Dbhs
p. 176 v. 7の使役動詞 darśayanti が Edgerton（1953 : §38.9）の参照した校訂本や
Rahder & Susa（1932 : 74 v. 7）では paśyayanti と読まれていて、使役動詞と見なされ
ている。また、Edgerton（1953 : §38.11）は Lv p. 242.7 dahyayante（外薗 2019 : 170 v.
22）も使役だと述べる。本論文の扱った Rgs（A）では特に問題になっていないが、
他の文献にはテキストの校訂や章ごとの成立年代の違いといった問題がある。そのた
め、他の文献に見つかる語については今後に検討していきたい。
４８
